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二言語同時習得の過程とインプット
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図4　二人の少女における言語インプットの違い
に行くようになって9ヶ月間英語づけになっていた。
Mにはアメリカ人の友達はいなかったようだが，尚子
にはいた。Mの英語との接触はより幼いときにあり，
尚子の場合はそれより遅かった。尚子はちょうど言語
発達が飛躍的に伸びるときに英語との接触が始まった
わけである。認識・知識の量や記憶容量がふえ，より
長い文がいえるようになる，そういう時期にどの言語
のイソプットをどれだけ受けたかが重要なのである。
7．　ま　と　め
　アメリカで二言語を同時習得した幼児の資料をもと
に，その言語発達を概説し，習得の過程を明らかにし
た。英語の大量のイソプットをうけたために，当初優
勢だった日本語から英語へと優位言語が交替した。こ
どもの言語習得をうながすものはインプットであるこ
とが示された。
　　　　　　　　結　　　　び
本稿は1983年から1985年にかけてアメリカ合衆国ミ
ネソタ州ミネアポリスに一家で滞在したときの記録が
もとになっている。ミネソタ大学のElaine　Tarone
教授には，4学期，約1年余にわたる現地での資料収
集，まとめにあたって懇切なるご指導を受けた。帰国
後，1986年には「新潟県ことばの会」でこの資料を用
いて，お話しすることができた。今回ようやく一部で
はあるが，まとめる機会を得た。残る資料もあわせて
分析を続けて行きたい。
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